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様式第１号                            
     令和 7 年 4 月 1 日現在  

 
副 専 攻 コ ー ス 説 明 書 

開設学部名（薬学部）  
  
副専攻の種別とコースの名称 

  
 学術的副専攻 薬学コース 

１ 副専攻コースの紹介と概要  

  経済学部において医薬情報担当者（ＭＲ）を，生命工学部 健康栄養科学科において管理栄養

士を目指しているなど，薬学部以外の学部・学科に所属していて，将来医療や医薬品に関連する

仕事に従事することを志している学生を対象として薬学コースを開講します。本コースでは，薬

の基本的性質や作用メカニズムの知識，さらに医薬品販売に関する知識などを修得することがで

きます。 

２ 副専攻コースの開始時期と副専攻コース選択のための既修得要件(履修科目名及び単位数等)  

本コースは，薬学の基礎知識を学ぶための１年次配当科目から開始して，薬学の専門知識を深

める２年次配当科目，薬物治療について学ぶ３,４年次配当科目と学年進行に伴い順次履修する

ことを原則とします。 

本コースの履修申請は，２年次前期以降の履修登録期間に行うことができます。ただし，下の

８の欄に記載しているように，履修希望者の受入上限人数を設定していますので，皆さんの希望

にそえない可能性もあります。詳しくは８の欄を見てください。 

本コースの履修に関して，既修得要件は特にありません。 

３ 副専攻コースの履修について  

（１） 副専攻コースの到達目標  
 到達目標として, 本コースの授業科目の履修を通じて, 次の 3つの薬学に関連した知識の修得

が挙げられます。このことで, 薬を物質的側面から考え，その生体内での作用メカニズムの理解

が深まり，さらには新薬の開発に関する考え方も身に付けることができるようになることを目指

します。 

・薬についての基本的な化学的及び物理的性質に関する知識の修得 

・薬の作用メカニズムに関する基本的な知識の修得 

・新規医薬品の開発に関する知識の修得 

（２） 副専攻コースを履修する上での注意点  
１ 薬学部１年次配当科目から高学年次配当科目へ，順次履修していくことを原則とします。

専門基礎科目（導入教育科目）の３科目はすべて履修してください。ただし, 分析化学

Ⅰ，基礎化学，機能形態学Ⅰは，それぞれ主専攻学部・学科で開講されている無機化学，

有機化学，生物学に関連した科目からの読み替えが可能です。 

２ 本コースは，薬学部以外の学部・学科所属の学生が履修できます。ただし，履修申請を行

う時点までの累計ＧＰＡ値が３.０以上であることが条件となります。 

３ 所属学科の授業時間割との関係で，登録した副専攻コースの授業科目の履修が制限される

場合があります。 
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４ 教育内容  

本コースは，専門基礎科目に加えて，専門科目として，物理・分析系，化学系，生物系，衛

生・法制度系，並びに医療薬学系の科目群から構成されています。３欄の（２）に記載している

ように，専門基礎科目は３科目６単位が必修であり，これらを修めることで２年次以降の薬学専

門科目の理解が深まります。専門科目については，５つある系からそれぞれ選択必修科目を１科

目以上修得する必要があり，修了要件として専門基礎科目及び専門科目を併せて２０単位修得す

るように定めています。これらの学修により，薬学で必要となる基本知識を体系的に学ぶことが

でき，実社会で役立つ薬学に関連した資質を伸ばすことができます。 

５ 科目及び授業内容  

本コースの授業科目については別添の授業科目配当表を参照してください。  
各科目の内容については，各年度に公開される当該科目のシラバスを参照してください。  

６ 評 価  

（１） 試験・成績評価  
 講義科目では原則として定期試験を行いますが，毎回実施する小テストの点数等から総合

的に成績評価を行う科目もあります。各科目の成績評価の方法は当該科目のシラバスに記載し

ています。 

（２） 修了要件 
本コースの授業科目から，必修科目３科目６単位（◯），並びに専門科目各系についてそれ

ぞれ選択必修科目（△）１科目以上の単位を含む，計２０単位以上を修得した者に，卒業時に

副専攻（薬学コース）の修了証書を授与します。 

７ 副専攻コースの責任体制  

本コースの修了認定は，薬学部の学部教授会が行います。 

本コースに関わる事務は，教務課と薬学部事務室が協力して行います。 

８ 副専攻コース履修希望者の受入上限数  

各入学年次生について１０名を上限とします。 

２年次の年度初めの履修登録期間における履修希望者が上記の定員を超えた場合には，前年度

までの累計ＧＰＡ値が高い者を優先します。なお，定員に空きが生じている場合には，２年次後

期以降の履修登録期間にも履修者の募集を行います。 

９ 副専攻コースの既修得単位等の認定単位数等  

履修申請時に，別添の本コースの授業科目配当表に記載されている専門基礎科目に相当する内

容の自学科科目の単位を既に修得している場合，副専攻履修申請書（様式第２号）の裏面の表に

必要事項を記入すれば，それらの科目の単位は，薬学部教授会の議を経て本コースの修了要件単

位に算入される場合があります。 
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学術的副専攻（薬学コース）授業科目配当表 

 

前 後 前 後 前 後 前 後

PP5MBS1280

分析化学Ⅰ
○ 2 ● 導入教育科目

PP5MBS1360

基礎化学
○ 2 ● 導入教育科目

PP5MBS1440

機能形態学Ⅰ
○ 2 ● 導入教育科目

PP6PHY1120

物理化学Ⅰ
1 ●

PP6PHY2120

物理化学Ⅱ
1 ●

PP6PHY2270

放射薬品学
△ 1 ●

PP6PHY2320

分析化学Ⅲ
△ 1 ●

PP6CHE1120

有機化学Ⅰ
1 ●

PP6CHE2170

生薬学
△ 2 ●

PP6CHE2270

天然物化学Ⅰ
△ 2 ●

PP6BIO1120

機能形態学Ⅱ
△ 2 ●

PP6BIO2160

機能形態学Ⅲ
1 ●

PP6BIO1270

微生物学
△ 2 ●

PP6BIO1320

分子遺伝学Ⅰ
1 ●

PP6BIO2120

生化学Ⅰ
△ 2 ●

PP6BIO2170

分子遺伝学Ⅱ
△ 2 ●

PP6HLS3120

環境衛生学
△ 2 ●

PP6HLS3140

食品衛生学
△ 2 ●

PP6HLS4120

公衆衛生学
△ 2 ●

PP6CLP1100

漢方医学概説
1 ●

PP6CLP1160

漢方薬物治療学
△ 2 ●

PP6CLP2120

薬理学Ⅰ
△ 2 ●

PP6CLP2200

薬理学Ⅱ
△ 2 ●

PP6CLP2280

薬物治療学Ⅰ
△ 1 ●

PP6CLP2320

臨床検査概論
△ 2 ●

PP6CLP3200

生物薬剤学
△ 2 ●

PP6CLP3280

物理薬剤学
△ 1 ●

PP6CLP4240

医薬品情報学
△ 2 ●

科目区分 授 業 科 目 必修 単位
１年次 ２年次 ３年次 ４年次
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この系から選択必修

科目(△)１科目以上

の単位修得が必要

この系から選択必修

科目(△)１科目以上

の単位修得が必要

この系から選択必修

科目(△)１科目以上

の単位修得が必要

この系から選択必修

科目(△)１科目以上

の単位修得が必要

この系から選択必修

科目(△)１科目以上

の単位修得が必要


